
分 同好会・サークル名 前月の 翌月の開催日

野 （連　絡　先） 参加数 （開 始 時 間）

布ぞうり＆リメイク ３月２４日(木）

手 伊東美江子052（772）8605 ９時～１2時

折  り  紙  教  室

仕 有竹延子（54）4637

さ   し  こ  の  会 ３月９日(水）

事 久保政子090-9940-9372 １０時～１２時

絵 手 紙 ク ラ ブ ３月１日（火）

藤本詔子090-7026-3726 １０時～１２時

童謡唱歌をうたう会 ３月２８日（月） 中央公民館３０１会議室　

渡辺　勲052（798）9066 １３時半～１５時半 第４月曜日です

第二シャンソンを歌う会 ３００円

シャンソンを歌う会

渡辺みかこ052（798）9066

歌 ハーモニカ同好会 ３月７・２８日（月） ２００円

・ 立川哲夫　090-7044-1506 ９時～１２時 （１回）

音 フォークソング 同 好 会 ３月８日（火）

楽 内川恵枝子090-7680-6434 １０時～１３時

カ ラ オ ケ 同 好 会 ３月２５日（金） ジャパンレンタカー四軒家店

石崎睦子090-1742-3853 　13時～１６時 部屋割りは当日

楽  し  く  歌  う  会 ３月８・２２日（火） １か月

大塚宏子090-5638-3306 １０時～１２時 ５００円

ねんきんウクレレ ３月１３・２７日（日）

渡辺みかこ090-8074-6691 １４時～１６時

　社交ダ ン ス 同 好 会 ２００円

倉元喜美子（54）1910 （１回）

フォークダンス同好会 ３月２・１６日（水）

久保政子090-9940-9372 １０時～１１時半

さわやかサークル(筋トレ) 毎週月曜日 中央公民館２０７会議室

堀田さだ子052（771）9772 １４時～１６時　　 ３月２１日（月）はお休みです

運 吹  き  矢  同  好  会 ３月８・２２日(火） 旭丘公民館 １回/300円

動 谷口千都子090-6085-8652 １４時～１６時 　旭丘小学校東 入会金３０００円

・ 健　 康 　太 　極 　拳 ３月４・１１・２５日（金） 東部市民センター

ス 楠　悦子（54）6876 １３時～１５時 ３階コミュニティホール

ポ 卓 球 を 楽 し む 会 毎週木・日曜日11時～ 尾張旭市総合体育館 １００円

｜ 渡辺　勲052（798）9066 毎週月曜日１７時～ ３月２４日（木）はお休みです。 （１回）

ツ ねんきんフラダンス

 若杉茂子090-7693-7943

年金リズム （リズム体操）

安藤順子090-1478-2102

名　 画　 同　 好 　会 １００円

安田昭雄090-1318-3548 １回

年 　 腹　  座（腹話術） ３月１０日(木）

日比野幸子090-9228-1970 １０時～１２時

マ ジ ッ ク 同 好 会 ３月１７日（木）

永井忠雄070-4123-3173 １３時～１５時

文 朗　  読　  の　 会

深作睦子090-8675-7135

化 英　会　話　ク　ラ　ブ ３月１４・２８日（月） ３０００円

林　明子（54）7881 １０時～１２時 半年

・ マ ー ジ ャ ン 同 好 会 ３月２３日（水）

山田和彦080-3623-5450 １３時～１７時

教 将 棋 を 楽 し む 会

安田昭雄（54）1865

養 読　　　 書 　　　会 ３月４日（金）

鹿野磯夫（53）6085 １３時半～

　短 　 歌 　 の 　 会 ３月９日（水）

林　明子（54）7881 １３時半～１５時半

　　 尾  張  旭  の  歴  史 ３月２５日（金）

林　宏（53）2162 １３時～

新発足　筆ぺんくらぶ ３月３日（木）

渡辺みかこ090-8074-6691 １３時半～１５時

め ん く い 同 好 会 ３月３日（木）

倉元孝幸（54）1910 １１時～

サークル料理教室

食 加藤昌雄052（771）0371

 ニューねんきん亭 ３月１２日（土） ２００円

跡部義弘090-2922-0058 １２時～１５時 1品持ち寄り

前月の参加者合計 1141

- しばらく休会します。

１月を持ちまして終了いたしました。

会　　　　　場 参 加 費

15 中央公民館１０１会議室A １００円

5 中央公民館２０８音楽室 ２００円

8 中央公民館２１０会議室 ２００円

57 ５００円

57

３月１３日（日）１０時～１２時　中央公民館２０４音楽室

　　　３月１８日（金）１３時半～１５時半　中央公民館３０５音楽室 ５００円

16 中央公民館３０７音楽室

9 中央公民館２０８音楽室 ３００円

18 ３００円

96 １回１００円

52

27 中央公民館２０８音楽室 ５００円

113
　３月４・１１・１８・２５日（金）　１０時～１２時　     

東部市民センター　3階コミュニティホール　

45 ２００円

中央公民館２０４音楽室

文化会館練習室１

12

47 ３００円

290

38 ３００円
３月９日（水）１３時半～１５時半　中央公民館２０６軽運動室

３月２３日（水）１３時半～１５時半　中央公民館２０５軽運動室

41 ３００円

-
３月１日（火）・１６日（水）１３時半～

中央公民館３０６音楽室

３月２日（水）１３時～１４時半　中央公民館２０５軽運動室

３月１６日（水）１３時～１４時半　中央公民館２０６軽運動室

10 中央公民館２０８音楽室 ２００円

18 中央公民館２０８音楽室 ２００円

31
３月１０日（木）１３時半～１５時半　中央公民館３０３会議室B

２００円
３月２４日（木）１３時半～１５時半　中央公民館３０３会議室A

47 中央公民館３０３会議室

21 中央公民館２０２工作室 ３００円

- 　ー２月・３月は都合により中止します。

2 中央公民館３０７音楽室 ２００円

14 中央公民館３０９会議室 ３００円

コロナ感染状況により休会の場合があります。実施状況をお確かめの上参加ください。

22 文化会館ロビー１３時集合　 ３００円

6 文化会館前１１時集合 実費

16

8 中央公民館２０７会議室

※参加費には会場費および材料費などが含まれています。

- 中央公民館３０７音楽室 ３００円

（１） ２０２２年２月１５日 尾張旭年金者ニュース 尾張旭年金者ニュース ２０２２年２月１５日 （８）

昨
年
６
月
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
国
民
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
こ
と
が
最
大
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
最
中
、
自
民
・
公
明
、
維

新
・
国
民
民
主
党
な
ど
は
「
高
齢
者

（
75
歳
以
上
）
医
療
費
2
倍
化
法
」
を

成
立
さ
せ
ま
し
た
。
本
年
10
月
か
ら
75

歳
以
上
の
医
療
費
は
単
身
者
で
は
年
金

を
含
む
収
入
が
２
０
０
万
円
以
上
、
夫

婦
世
帯
で
は
合
計
３
２
０
万
円
以
上
、

全
国
で
約
３
７
０
万
人
が
一
割
か
ら
二

割
へ
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

今
、
人
生
１
０
０
年
時
代
、
全
国
の

１
０
０
歳
以
上
は
９
万
人
に
達
す
る
と

の
事
。
75
歳
以
上
は
１
８

０
０
万
人
を
超
え
て
い
ま

す
。
わ
が
尾
張
旭
年
金
者

の
会
で
も
６
割
近
く
が
75

歳
以
上
の
会
員
で
す
。
人

は
年
を
と
れ
ば
病
気
に
か

か
り
や
す
く
、
治
療
に
時

間
が
か
か
り
多
く
医
療
の

世
話
に
な
る
こ
と
は
誰
に

も
避
け
ら
れ
な
い
自
然
な

こ
と
で
あ
り
、
「
自
己
責

任
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
は
現
行
一
割
負

担
の
下
で
も
年
間
一
人
当

た
り
平
均
８
万
円
の
医
療

費
を
払
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
年
収
比
で
若
い
世
代

の
４
～
６
倍
の
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
負
担
増
（
倍
増

化
）
は
受
診
抑
制
を
生
み
、
病
気
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
を
困
難
に
し
、
重

篤
化
、
助
か
る
命
も
助
け
ら
れ
な
い
事

態
を
招
き
か
ね
な
い
こ
と
に
も
な
り
、

逆
に
医
療
費
の
高
騰
を
生
む
要
因
に
も

な
り
ま
す
。

今
回
の
医
療
費
２
倍
化
対
象
者
は
前

述
の
年
収
基
準
に
よ
る
約
３
７
０
万
人

で
あ
り
、
向
う
３
年
間
に
か
ぎ
り
外
来

医
療
費
負
担
増
額
は
月
額
３
０
０
０
円

を
限
度
と
す
る
激
変
緩
和
措
置
が
取
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
基
準
は
法
律
に

定
め
は
な
く
、
政
令
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
全
員
１
割
負

担
の
原
則
が
一
部
に
２
割
負
担
が
導
入

さ
れ
れ
ば
法
律
を
改
め
る
こ
と
な
く
、

政
府
の
裁
量
で
１
８
０
０
万
人
全
体
に

２
割
負
担
（
倍
化
）
に
拡
大
で
き
る
し

か
け
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

冷
酷
非
礼
な
政
治
。
こ
の
ま
ま
黙
っ

て
い
る
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
高
齢

者
医
療
２
倍
化
を
即
時
中
止
せ
よ
！
の

声
を
多
く
、
大
き
く
拡
げ
ま
し
ょ
う
。

２
倍
化
導
入
は
10
月
か
ら
。
７
月
に

は
参
議
院
選
挙
で
す
。
医
療
費
負
担
倍

増
を
進
め
る
政
党
や
議
員
を
国
会
に
送
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。副

会
長

渡
辺

勲

尾
張
旭
年
金
者
ニ
ュ
ー
ス

同好 会 ・ サ ーク ル 等 の 参加 状 況 お よ び翌 月 の 開 催予 定

や
め
て
く
だ
さ
い
！
高
齢
者
医
療
費
２
倍
化

Ｅ メ ー ル ma_fub uk i@ qc .c o mm uf a. jp

第 ２ ７ ９ 号
尾張旭年金者の会
☎ 53-3546
ＦＡＸ 53－３546

早春カラオケ歌謡祭
２月２５日（金）
文化会館あさひのホール

感染予防対策をしっかり行って実施
プログラムを折り込んでいます。
ご来場をお待ちしております。

第７回 芸 能 祭
４月２７日（水）
文化会館あさひのホール

第５回 作 品 展
４月１８日（月）～２２日（金）
中央公民館１Ｆロビー

尾 張 旭 年 金 者 の 会

２
割
負
担
、
今
は
一
部
で
も

将
来
は
全
員
が
対
象
に

春本番 いざカラオケ歌謡祭・芸能祭へ

発足 筆ぺんくらぶ
美しい文字は真心を伝えます。筆ペン

を使って、手軽に美しい文字を書けるよ

うになりませんか。

第一回例会 3月3日（木）
午後1時半～3時 毎月第一木曜日

会場 中央公民館307音楽室

会費 ３００円
（筆ペン、用紙は用意します。要実費）

講師 加藤 高子先生 尾張旭年金者の会会員
（硬筆書写検定試験指導者最高位一級取得者）

連絡先 渡辺みかこ ℡090-8074-6691

準備のため参加希望者は事前申し込みしてください。



（７） ２０２２年２月１５日 尾張旭年金者ニュース 尾張旭年金者ニュース ２０２２年２月１５日 （２）

し
く
て
素
晴
ら
し
い
お
母
さ
ん

は
他
に
居
ま
せ
ん
。
私
の
最
愛

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
本
当
に
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

お
義
母
さ
ん
に
も
同
じ
様
な

文
面
で
、
「
こ
ん
な
に
立
派
で

優
し
い
お
父
さ
ん
は
他
に
い
ま

せ
ん
。
お
父
さ
ん
を
生
み
育
て

て
く
れ
て
本
当
に
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

マ
フ
ラ
ー
も
手
袋
も
二
人
の
孫

達
か
ら
の
贈
り
物
、
心
に
残
る

素
敵
な
ク
リ
ス
マ
ス
で
し
た
。

南

弘
子

お
正
月
の
風
景

俳

句

春
寒
し
米
一
合
を
研
ぎ
に
立
つ

煌
め
け
る
宵
の
明
星
冴
返
る

友
い
な
く
ろ
う
梅
も
ま
た
枯
れ
は
て
ぬ

小
雪
舞
ひ
ゆ
る
り
と
歩
む
黄
泉
の
途

活
け
た
る
は
重
き
に
撓
う
（
し
な
う
）
実
南
天

ひ
と
切
れ
の
冬
至
南
瓜
を
ひ
と
り
の
膳

川

柳

感
染
者

愛
知
激
増

ま
ん
延
防
に

優
勝
し

大
関
昇
進

御
嶽
海

父
書
斎

七
円
ハ
ガ
キ

黄
お
び
て

重
さ
で
は

牛
か
赤
福

伊
勢
み
や
げ

あ
す
な
ろ
う
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
あ
す
な
ろ
う

短

歌

核
の
ゴ
ミ
を
ほ
っ
た
ら
か
し
て
お
く
中
で

生
ゴ
ミ
回
収
を
有
料
化
と
は

ど
ん
ど
焼
き

松
飾
り
な
ど

焼
き
祝
い

今
年
良
い
年

み
ん
な
で
祈
る

週
末
は
母
と
出
か
け
た
映
画
館

３
本
立
て
を
見
市
電
で
帰
っ
た

保
管
料
８
億
円
の
布
マ
ス
ク

ド
ブ
に
捨
て
る
な
国
民
（
た
み
）
の
血
税

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
そ
こ
に
雪
景
色

楽
し
仲
間
と
北
陸
の
旅

ナ
イ
キ
帽
か
っ
こ
い
い
で
す
若
い
で
す

そ
う
言
わ
れ
た
ら
毎
日
か
ぶ
る

紅
白
の
曲
と
歌
手
の
名
わ
か
ら
な
い

ほ
っ
と
一
息
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ

志
東
美

め
い
こ

タ
ク
バ
バ

舛
井
良
子

比
呂
子

真
津
緒

絵

手

紙

真
津
緒

ノ

コ

文

香

ノ

コ

長
谷
川

桂
子

７
年
間
続
け
た
料
理
教
室
が
、
ひ
と

先
ず
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
男
の
料
理
教
室
」
と
し
て
、
加
藤
昌

雄
さ
ん
や
前
会
長
の
宮
崎
淳
次
郎
さ
ん

た
ち
の
呼
び
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。

最
終
の
１
月
13
日
は
、
ハ
ヤ
シ
ラ
イ

ス
・
麻
婆
豆
腐
、
わ
か
め
ス
ー
プ
が
手

際
よ
く
調
理
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
今
日

も
宮
崎
さ
ん
の
大
き
な
中
華
鍋
を
あ
や

つ
り
、
麻
婆
豆
腐
を
手
際
よ
く
仕
上
げ

て
い
く
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

常
連
の
跡
部
義
弘
さ
ん
は
、
私
は
食

べ
る
こ
と
専
門
で
す
と
言
い
な
が
ら
、

皿
を
並
べ
た
り
、
卵
を
割
っ
た
り
の
お

手
伝
い
を

さ
れ
て
い

ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん

女
子
の
皆

さ
ん
も
、

野
菜
を
洗
っ

た
り
、
ハ

ヤ
シ
や
ス
ー

プ
、
炊
飯

な
ど
で
フ

ル
稼
働
で

し
た
。

加
藤
昌

雄
さ
ん
は
、

料
理
を
作
る

の
は
楽
し
い

で
す
が
、
買

い
出
し
な
ど

結
構
大
変
で

身
体
に
「
爆

弾
」
を
抱
え

て
続
け
て
い
く
の
が
難
し
く
な
り
、
み

ん
な
で
相
談
し
た
結
果
、
一
度
終
了
す

る
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。

お
昼
前
に
は
、
テ
ー
ブ
ル
に
ハ
ヤ
シ

ラ
イ
ス
・
麻
婆
豆
腐
、
わ
か
め
ス
ー
プ

に
加
え
、
フ
ル
ー
ツ
、
お
菓
子
、
漬
物
、

コ
ー
ヒ
ー
が
並
び
、
例
会
を
終
え
て
駆

け
つ
け
た
「
年
腹
座
」
の
皆
さ
ん
も
加

わ
っ
て
、
「
最
後
の
晩
餐
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。

取
材

大
島

卓
郎

１
月
18
日
、
旭
丘
茶
話
会
に
は
６
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に

よ
る
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
参
加
者
が

少
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
み

ん
な
が
持
ち
寄
っ
た
料
理
は
、
揚
げ
た

て
天
婦
羅
、
お
で
ん
、
神
子
原
米
を
使
っ

た
鮭
御
飯
、
蕪
寿
司
、
餃
子
、
栃
尾
揚

げ
焼
き
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
・
ド
ラ
ゴ
ン

フ
ル
ー
ツ
な
ど
６
人
で
は
と
て
も
食
べ

き
れ
ま
せ
ん
。
林
宏
会
長
さ
ん
か
ら
は
、

ゆ
ず
の
差
し
入

れ
が
あ
り
、
残
っ

た
料
理
と
と
も

に
、
お
持
ち
帰

り
と
な
り
ま
し

た
。今

日
の
お
題

は
、
年
末
年
始

の
我
が
家
の
出

来
事
に
つ
い
て
、
「
10
人
以
上
が
や
っ

て
来
て
、
用
意
し
た
お
肉
が
足
ら
ず
、

元
日
に
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
に
買
い
出
し

に
行
っ
た
。
み
ん
な
が
帰
っ
て
ほ
っ
と

し
た
」
「
孫
の
通
っ
て
い
る
保
育
園
で

コ
ロ
ナ
が
出
て
、
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く

家
で
『
子
守
り
』
で
す
」
「
娘
た
ち
が

来
て
、
ま
だ
車
に
乗
っ
て
い
る
の
と
言

う
の
で
、
私
が
車
を
手
放
し
た
ら
、
私

の
通
院
の
送
り
迎
え
を
あ
な
た
が
や
っ

て
く
れ
る
の
と
言
い
返
し
た
」
な
ど
、

こ
れ
か
ら
も
忙
し
い
日
々
が
続
き
そ
う

な
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
次
回
は

４
月
19
日
で
す
。

大
島

卓
郎

サ
ー
ク
ル
料
理
教
室

最

後

の

晩

餐

ね
ん
き
ん

写
真
展

濁
池
シ
リ
ー
ズ

初
日
の
出
で
す
。

山
田

敏
雄

芽
キ
ャ
ベ
ツ
で
す
。
知
り
合
い

の
畑
で
撮
り
ま
し
た
。
春
近
し
で

す
ね
。

井
上

信
子

苦
労
太

手
作
り
「
干
支
の
正
月
飾
り
」

内
川

恵
枝
子

こ
こ
数
年
暖
冬
、
暖
冬
と
言
わ
れ
続

け
て
き
た
こ
の
季
節
で
す
が
、
地
球

温
暖
化
が
世
界
的
に
も
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
今

冬
は
一
転
、
上
空
に
は
大
寒
気
団
が

押
し
寄
せ
居
座
り
続
け
滅
多
に
お
目

に
か
か
る
こ
と
の
な
か
っ
た
雪
景
色

が
平
地
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
,

寒
い
寒
い
が
口
癖
の
毎
日
で
す
。

寒
く
な
れ
ば
当
然
の
こ
と
欠
か
せ

な
い
の
が
室
内
の
暖
房
で

す
。
私
は
少
々
の
暑
さ
は

我
慢
が
で
き
る
が
寒
さ
に
は
す
こ
ぶ

る
弱
い
。
床
暖
、
エ
ア
コ
ン
は
家
に

い
る
限
り
は
つ
け
っ
ぱ
な
し
で
す
。

１
月
８
日
検
針
日
の
電
気
代
２
万

５
千
円
を
超
え
る
請
求
予
定
額
の
お

知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
。

オ
ー
ル
電
化
の
我
が
家
の
電
気
代

で
、
ほ
と
ん
ど
昼
間
は
年
金
者
の
サ
ー

ク
ル
や
他
の
習
い
事
に
出
か
け
て
お

り
、
帰
宅
後
の
夕
方
か
ら
就
寝
ま
で

の
電
気
代
で
す
。

少
々
の
年
金
か
ら
一
か
月
２
万
５

千
円
は
我
が
家
に
は
大
き
な
出
費
で

す
が
、
暖
房
な
し
で
は
過
ご
せ
ま
せ

ん
。
ガ
ソ
リ
ン
も
今
ま
で
に
な
く
高

騰
。
近
所
の
方
は
毎
週
、
二
社
の
灯

油
の
移
動
販
売
車
の
安
い
方
を
待
っ

て
い
る
と
、
灯
油
の
高
騰
を
嘆
い
て

い
ま
す
。
年
金
以
外
、

収
入
は
な
く
僅
か
な
老

後
資
金
も
年
々
目
減
り
し
て
い
ま
す
。

総
理
大
臣
が
ど
な
た
に
交
代
し
て

も
苦
し
い
庶
民
の
生
活
は
一
向
に
変

わ
り
ま
せ
ん
。
10
％
の
消
費
税
は
一

体
ど
こ
に
消
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
高
齢
者
に
も
優
し
い
手
を
差
し

伸
べ
て
下
さ
い
。
岸
田
総
理

殿
。

嘆
き
の
バ
ー
バ

黙
っ
ち
ゃ
お
れ
ん

維
摩
池
の
初
日
の
出

尾
張
旭
の
初
日
の
出
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。

有
竹

延
子

木々の間から、海上の森の初日の

出が見られました。 金子 やよい

高
垣
敏
子

旭

丘

茶

話

会

我
が
家
の
年
末
年
始

三
宅

八
代



☆ 若尾 博美さん 旭前町

年金者の会と

の出会いは、み

かこ先生の「シャ

ンソンのコンサー

ト」に出かけた

ときでした。そ

の舞台に魅了されチラシに「シャ

ンソンを歌う会」の案内を見つ

けすぐに入会しました。練習曲

は知らない歌が多くこれまで沢

山の歌を教えて頂きました。歌っ

ていると心がウキウキして楽し

い時間となりました。

次に元々洋裁が好きでミシン

は常に近くにあったので「布ぞ

うり・リメイク同好会」にも参

加。今は芸能祭のファッション

ショーに、何を着ようか？思案

中です。

皆さんと一緒に楽しく楽しく

過ごせる事はこの上ない幸せに

思っております。

☆ 伊藤久子さん 東大道町

誕生日は誰に

も年に一度来る

ものですが、歳

を重ねて訪れて

くる誕生日は感

慨もひとしおです。忙しかった

40代、子供の心配から親の心配

に変わっていった50代、60代は

一年間米国で暮らす夢がかなっ

た年でした。そして70歳、友達

にお祝いしてもらった時には、

その10年後にダンスや歌を続け

ているのか全くの疑問でした。

いよいよ80歳を目前にして、

ダンスも歌も続けていられる私

は本当に幸せです。これも同好

の仲間達がいればこそと感謝有

るのみです。

年金者の会に入ったきっかけ

はシャンソンを歌う会です。好

きな歌を舞台で歌うなんて考え

た事も無かった事が現実となり、

不思議な気がしています。

コロナ禍の息苦しい世の中で

すが、出来る事をやって、スト

レスを上手に発散させながら乗

り切りたいものです。

✩ 跡部 義弘 霞ヶ丘町

✩ 阿部 和子 旭ヶ丘町

✩ 伊藤 英子 瀬戸市

✩ 伊藤 淑子 西大道町

✩ 梅本 春江 北原山町

✩ 江尻 友江 瀬戸市

✩ 大萱 比奈子 庄南町

✩ 大嶋 かな子 北原山町

✩ 大島 久美子 旭ヶ丘町

✩ 太田 愛子 北原山町

✩ 小川 茂男 東本地ヶ原町

✩ 小川 志保子 千種区

✩ 金子 やよい 旭ヶ丘町

✩ 小島 はるみ 名東区

✩ 酒井 喜美 名東区

✩ 佐々木 あや子 長坂町

✩ 鹿野 磯夫 柏井町

✩ 柴田 悦子 渋川町

✩ 鈴木 三恵子 東大道町

✩ 高木 幸一 旭ヶ丘町

✩ 瀧 順一 守山区

✩ 竹島 美智子 瀬戸市

✩ 畳谷 順子 桜ヶ丘町

✩ 田中 史 瀬戸市

✩ 柘植 新 北本地ヶ原町

✩ 辻 さくよ 瀬戸市

✩ 戸倉 浩 南本地ヶ原町

✩ 戸倉 三枝子 南本地ヶ原町

✩ 長江 信雄 瀬戸市

✩ 西川 孝子 南原山町

✩ 畑中 まつえ 南本地ヶ原町

✩ 早川 博美 守山区

✩ 樋口 かず江 瀬戸市

✩ 堀江 さかえ 大久手町

✩ 水野 ひと美 守山区

✩ 箕浦 眞澄 守山区

✩ 矢野 法子 瀬戸市

✩ 山代 成美 瀬戸市

✩ 山田 時子 大塚町

✩ 若杉 寿美恵 平子町

敬称略

◇ 大島 久美子 旭ヶ丘町

◇ 安達 伊津子 旭ヶ丘町

◇ 伊東 紀美子 守山区

敬称略

毎月加入２００７年１月より
１８１か月継続中です

【退会】今回次の方が退会され

ました。川地美都子、松井ヤス

イ
タ
イ
な
ん
て
も
ん
じ
ゃ
な
い

そ
も
そ
も
や
や
こ
し
い
文
章

は
頭
に
入
っ
て
こ
な
い
私
で
す
。

道
路
交
通
法
な
ん
か
も
っ
て
の

外
。
そ
ん
な
私
が
違
反
事
項
を

思
い
知
ら
さ
れ
る
の
は
、
突
然

で
容
赦
な
い
覆
面
パ
ト
、
白
バ

イ
、
パ
ト
カ
ー
、
見
張
り
の
警

官
か
ら
で
す
。

年
明
け
１
月
５
日
、
普
段
ス
ッ

ピ
ン
の
私
が
少
し
で
も
若
く
見

え
る
よ
う
に
化
粧
ま
で
し
て
三

年
ぶ
り
の
免
許
更
新
に
出
か
け
、

地
元
の
警
察
署
は
、
平
針
と
違
っ

て
一
時
間
足
ら
ず
で
新
し
い
免

許
証
を
手
に
し
ま
し
た
。

そ
の
三
時
間
後
、
笛
を
吹
き

な
が
ら
棒
を
手
に
走
っ
て
き
た

警
官
か
ら
、
な
が
ら
ス
マ
ホ
違

反
を
言
い
渡
さ
れ
た
の
で
す
。

３
点
１
８
０
０
０
円
の
罰
金
。

４
年
前
は
１
点
６
０
０
０
円

（
普
通
車
）
。
な
が
ら
ス
マ
ホ

で
事
故
を
起
こ
せ
ば
一
年
以
下

の
懲
役
か
30
万
以
下
の
罰
金
。

ど
ん
な
言
い
訳
も
通
用
し
ま
せ

ん
。
大
事
に
な
る
前
に
思
い
知
っ

て
良
か
っ
た
ん
だ
と
思
う
し
か

な
い
で
す
ね
。

金
子

や
よ
い

「
矢
場
と
ん
」は
え
ら
い

新
年
早
々
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー

ス
で
す
。
元
日
の
中
日
新
聞
に

全
面
広
告
が
載
り
ま
し
た
。

「
メ
ダ
ル
囓
る
な
ブ
タ
囓
れ
」

と
ウ
イ
ッ
ト
の
効
い
た
広
告
で

し
た
。
「
矢
場
と
ん
」
は
え
ら

い
！

今
年
も
「
矢
場
と
ん
」

を
ご
ひ
い
き
に
。豚

カ
ツ
好
き
男

白
侘
助

（
し
ろ
わ
び
す
け
）

昨
年
の
12
月
に
喫
茶
店
で

の
話
の
中
で
、
お
抹
茶
の
話
が

出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
お

茶
花
が
裏
に
植
え
て
あ
る
事
に

気
付
き
ま
し
た
。
名
前
が
思
い

出
せ
な
く
ス
マ
ホ
で
調
べ
た
ら

白
侘
助
で
し
た
。

「
ひ
っ
そ
り
と
し
た
佇
ま
い

に
近
づ
く
冬
を
感
じ
、
早
咲
き

で
花
付
き
が
良
く
、
冬
の
間
も

花
を
咲
か
せ
続
け
て
く
れ
ま
す
。

茶
花
と
し
て
人
気
が
高
い
理
由

も
そ
う
い
っ
た
事
に
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
の
記
載
で

し
た
。

正
月
に
は
孫
達
と
皆
で
抹
茶

を
点
て
て
飲
み
ま
し
た
。
又

床
の
間
に
は
白
侘
助
を
飾
っ
て

み
ま
し
た
。

堀
田

さ
だ
子

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

昨
年
暮
、
近
く
に
住
む
娘
一

家
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

に
招
か
れ
た
時
の
事
で
す
。

手
作
り
の
料
理
の
数
々
を
囲

み
、
娘
の
お
義
母
さ
ん
、
義
妹

さ
ん
家
族
も
加
わ
っ
て
の
楽
し

く
賑
や
か
な
時
が
過
ぎ
て
、
や

が
て
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
と
轍
の
音

が
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

「
サ
ン
タ
さ
ん
が
来
た
み
た
い
」
、

と
別
室
に
案
内
さ
れ
る
と
参
加

者
全
員
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
紙

袋
が
置
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
た
ち
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
日

頃
欲
し
か
っ
た
物
の
よ
う
で
し

た
。
お
義
母
さ
ん
に
は
マ
フ
ラ
ー
、

私
に
は
暖
か
そ
う
な
手
袋
が

入
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
手

紙
が
添
え
ら
れ
て
あ
り
ま
し

た
。「

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
、
口
で

は
恥
ず
か
し
く
て
伝
え
ら
れ
な

い
の
で
手
紙
で
こ
れ
ま
で
の
感

謝
を
伝
え
ま
す
。
15
年
間
、
沢

山
の
愛
情
を
注
い
で
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

将
来
、
大
人
に
な
っ
た
ら
こ

れ
ま
で
受
け
て
き
た
愛
情
、
全

て
は
返
し
切
れ
な
い
か
も
知
れ

な
い
け
ど
お
返
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
自
分
が
一
番

感
謝
し
て
い
る
こ
と
は
、
私
の

お
母
さ
ん
を
生
ん
で
育
て
て
く

れ
た
こ
と
で
す
。
あ
ん
な
に
優

（３） ２０２２年２月１５日 尾張旭年金者ニュース 尾張旭年金者ニュース ２０２２年２月１５日 （６）

誕生月おめでとう

新会員のご紹介
会員は500名になりました

み
ん
な
の
広
場

名 画 同 好 会
3月1日（火）１３時３０分～

題名 お終活 113分
監督：香月秀之

出演：水野勝、剛力彩芽、松下由樹、

藤吉久美子ほか

人生・百年時代の過ごし方。仕事

や子育てが一段落した熟年夫婦の騒

動をコミカルに描いたドラマ。

3月16日（水）１３時３０分～

題名 シェーン 118分
監督： ジョージ・スティーブンス

出演：アラン・ラッド、ヴァン・ヘフ

リンほか

たまには西部劇を！雄大な自然が広

がる西部開拓時代のワイオミングを舞

台に、流れ者シェーンと開拓者一家の

交流や悪徳牧場主との戦いを描いた名

作西部劇。

3月の担当 倉元孝幸 090-2349-3092

１００円程度の会場カンパをお願いします。

会場：中央公民館３０６音楽室

第2回 シャンソンミニコンサート
とき 3月31日（木） 12時半開場 13時開演

ところ 中央公民館301会議室
出演 足立健夫 石崎睦子 磯部英子 片桐ひとみ

久保田恵子 黒河内礼子 鹿野磯夫 清水陽子

菅本康子 瀬山博子 竹内マサ子 畳谷順子

塚野慶子 深作睦子 藤本詔子 若杉美代

ピアノ 錦城まりこ 賛助出演 渡辺みかこ

チケット代 500円（お茶・お菓子付き）

チケットは各出演者からお求めください

問合せ先 渡辺みかこ 090-8074-6691

だめです！ながらスマホ

手紙をくれた16歳の孫の一つ上
の姉が、自分で描いた絵をプレゼ
ントしてくれました。（上下とも）

あるこー会 海上の森散策 雨天中止
毎年恒例の海上の森ウォーキングはいかがですか。

沢山の参加をお待ちしております。

日時 ３月１７日（木）

午前９：００

集合場所 愛環山口駅

お茶・弁当持参

申し込み先

山田和彦080-3623-5450

寺島義雄090-3583-1562



1
月
の
学
習
会
は
、
〝
ジ
ェ
ン
ダ
ー
〃

に
つ
い
て
弁
護
士
水
谷
陽
子
氏
よ
り
講

義
を
受
け
、
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
何
か
？
」

で
す
が
、
男
女
の
区
分
け
に
つ
い
て
は
、

生
物
学
的
に
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
♂

と
♀
の
区
分
け
と
、
産
ま
れ
て
来
て
か

ら
の
社
会
・
文
化
の
中
で
作
ら
れ
求
め

ら
れ
る
「
男
と
は
、
女
と
は
」
ま
た

「
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
」
が
あ
り
、

後
者
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
の
こ
と
で
す
。

最
近
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー

問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
で
は
「
男
の
子

は
男
の
子
ら
し
く
、
女
の
子
は
女
の
子

ら
し
く
育
て
る
」
こ
と
が
「
男
女
同
じ

く
育
て
る
」
こ
と
と
同
程
度
の
意
識
で

し

た

が

、

欧

米

諸

国

で

は

圧

倒

的

に

「

男

女

同

じ

く

育

て

る

」

が

占

め

て

い

る

結

果

が

出

て

い

ま

し

た

。

日

本

に

は

男

女

を

区

別
し
た
意
識
の
土
壌
が
あ
る
こ
と
が
伺

え
ま
し
た
。

ま
た
「
親
の
子
ど
も
に
求
め
る
生
き

方
」
に
お
い
て
も
日
本
で
は
、
「
社
会

的
信
用
」
面
で
は
女
の
子
７
に
対
し
男

の
子
30
、
「
心
の
豊
か
さ
」
で
は
女
の

子
40
に
対
し
男
の
子
28
、
「
円
満
な
人

間
関
係
」
で
は
女
の
子
43
に
対
し
男
の

子
27
、
「
社
会
貢
献
」
は
女
の
子
４
に

対
し
男
の
子
10
な
ど
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。
欧
米
諸
国
は
こ
れ
ら
の
求
め
は

男
女
同
程
度
の
数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
男
女
極
め
て
イ
ビ
ツ
な
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
等
の
情
報
の
中
か
ら

様
々
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
事
例
を
紹
介
さ
れ
、
数
多
く
の

差
別
的
な
も
の
が
あ
り
、
慣
ら
さ
れ
、

感
化
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
見
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
と
も

す
れ
ば
「
表
現
の
自
由
」
と
の
謳
い
文

句
に
惑
わ
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
が
差
別
的
な
も
の
か
否
か
は
市
民

が
選
び
判
断
し
て
自
然
淘
汰
し
、
作
ら

れ
た
「
男
ら
し
さ
、
女
ら
し
さ
」
に
惑

わ
さ
れ
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
新
た
な
価

値
判
断
に
て
男
女
平
等
に
生
き
て
い
く

べ
き
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
こ
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
勉
強
す

る
こ
と
に
よ
り
若
い
頃
の
反
省
と
共
に

歴
史
、
環
境
は
今
か
ら
変
え
ね
ば
、
と

つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

柘
植

誠

（５） ２０２２年２月１５日 尾張旭年金者ニュース 尾張旭年金者ニュース ２０２２年２月１５日 （４）

卒
業
し
た
小
学
校
の
校
庭
に
「
二
宮

金
次
郎
」
の
石
像
が
置
か
れ
て
い
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
貧
乏
に
負
け
ず
に
家
業
を
助
け
て

学
問
に
励
ん
だ
、
親
孝
行
の
お
手
本
と

し
て
戦
前
の
尋
常
小
学
校
の
修
身
教
科

書
に
登
場
し
、
全
国
の
小
学
校
に
銅
像

や
石
像
が
立
て
ら
れ
た
の
は
昭
和
初
期

の
こ
と
で
し
た
。
実
際
の
二
宮
金
次
郎

は
、
生
活
難
に
苦
し
む
当
時
の
農
村
復

興
や
貧
困
撲
滅
、
平
等
な
社
会
を
目
指

す
改
革
者
と
い
う
、
近
代
的
・
民
主
的

な
考
え
を
持
つ
人
物
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
金
次
郎
像
」
は
市
内
の
小
学
校
で

は
、
旭
小
・
渋
川
小
・
東
栄
小
の
３
校

に
置
か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
特
に
渋

川
小
学
校
の
校
門
脇
の
石
像
（
昭
和
11

年
作
成
）
は
、
全
国
で
も
稀
な
美
麗
な

石
像
と
思
わ
れ
ま
す
。
旭
小
の
像
も
可

愛
ら
し
く
、
東
栄
小
も
元
気
で
大
ら
か

な
少
年
で
す
。

先
日
、
新

居
町
に
住
む

88
歳
の
女
性

に
昔
の
お
話

し
を
う
か
が
っ

た
の
で
す
が
、
少
し
体
調
を
く
ず
し
て

お
ら
れ
た
そ
の
方
が
、
当
時
の
文
部
省

唱
歌
「
二
宮
金
次
郎
」
の
歌
を
一
番
か

ら
ス
ラ
ス
ラ
歌
っ
て
、
驚
か
さ
れ
た
も

の
で
し
た
。
「
知
っ
て
楽
し
い
尾
張
旭

の
歴
史
」
同
好
会
も
、
そ
う
し
た
石
像

を
巡
っ
て
「
金
次
郎
」
君
に
負
け
な
い

よ
う
、
楽
し
く
勉
強
を
行
い
ま
し
た
。

林

宏

英
会
話
ク

ラ
ブ
で
は
４

月
27
日
の
芸

能
祭
に
向
け

て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

私
達
は
こ

こ
何
年
か
童

話
を
も
と
に

し
た
簡
単
な

英
語
劇
を
お
見
せ
し
て
き
ま
し
た
。

「
桃
太
郎
」
「
白
雪
姫
」
「
オ
オ
カ
ミ

と
七
匹
の
子
ヤ
ギ
」
等
皆
さ
ん
に
お
楽

し
み
頂
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
趣
を
か
え
て
紙
芝
居
を
英
語

で
お
届
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

取
り
掛
か
り
が
少
し
遅
れ
た
た
め
台
本

が
出
来
上
が
り
、
こ
れ
か
ら
キ
ャ
ス
ト

を
決
め
る
段
階
で
す
。
初
め
て
の
試
み

な
の
で
ど
ん
な
風
に
仕
上
が
り
ま
す
や

ら
、
で
も
み
ん
な
や
る
気
は
満
々
で
す
。

皆
さ
ま
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

中
川

廣
子

イ
ナ
ゴ
の
佃
煮
、

ト
ウ
ガ
ン
汁
、
き

ん
か
ん
の
砂
糖
煮
、

お
こ
わ
、
か
ぼ
ち
ゃ

煮
つ
け
、
サ
ト
イ

モ
・
イ
カ
煮
な
ど
、

武
藤
さ
ん
が
毎
回

持
参
さ
れ
る
２
本

の
フ
ル
ー
ツ
ケ
ー
キ
は
み
ん
な
が
お
土

産
と
し
て
持
ち
帰
り
ま
す
。

今
回
も
３
人
の
女
性
が
、
人
生
で
一

番
輝
い
た
時
の
写
真
を
持
参
。
そ
の
人

の
輝
き
人
生
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

４
月
16
日
（
土
）
の
ニ
ュ
ー
ね
ん
き

ん
亭
は
「
出
張
ね
ん
き
ん
亭
」
と
し
て
、

旭
丘
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

他
の
同
好
会
も
お
花
見
等
を
企
画
し

て
い
た
だ
い
て
合
流
し
ま
せ
ん
か
？

倉
元

孝
幸

▽
１
月
７
日
（
金
）
県
執
行
委
員
会

倉
元

▽
１
月
14
日
（
金
）
支
部
四
役
会

ニ
ュ
ー
ス
仕
分
け

多
数
参
加

県
・
支
部
代
表
者
会

倉
元

▽
１
月
15
日
（
土
）
ニ
ュ
ー
ね
ん
き
ん
亭

８
名
（
記
事
）

▽
１
月
18
日
（
火
）
役
員
会

旭
ヶ
丘
茶
話
会

６
名
（
記
事
）

▽
１
月
21
日
（
金
）
県
執
行
委
員
会

倉
元

▽
１
月
22
日
（
土
）
学
習
会

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
っ
て
何
」
40
名
（
記
事
）

女
性
部
「
母
親
大
会
の
あ
り
方
意
見
交

換
会
」
20
名

▽
１
月
28
日
（
金
）
県
女
性
部
会
議

金
子 会

議
＆
集
会
の
参
加
状
況

役
員
会
の
報
告

39
名
中
37
名
出
席

◇
４
つ
の
専
門
部
の
体
制
と
部
長
・
副
部

長
の
確
認

◇
仲
間
づ
く
り

１
月
末
の
会
員
数
５
０
０
名

１
月
の
加
入
は
３
名

◇
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
対
応

２
月
行
事
で
バ
ス
を
利
用
の
郊
外
学
習

は
中
止

同
好
会
の
実
施
は
そ
れ
ぞ
れ
で
判
断

基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
の
徹
底

◇
早
春
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
祭

実
施
予
定
で
準
備

◇
支
部
作
品
展
と
芸
能
祭
の
準
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
確
認

◇
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
講
習
会

講
師

服
部
義
安
さ
ん

◇
各
種
署
名

75
歳
以
上
医
療
費
窓
口
負

担
２
割
化
の
中
止
を
求
め
る
署
名

重
税
反
対
署
名

※
３
月
役
員
会
は
３
月
15
日
（
火
）10
時

女
性
部
９
時
30
分
～

一
見
の
価
値
あ
り

渋
川
小
の
「
金
次
郎
」
像

童
謡
唱
歌
を
う
た
う
会
例
会

☆

３
月
28
日
（
月
）
13
時
半
～

第
４
月
曜
日
で
す

会
場

中
央
公
民
館

３
０
１
会
議
室

確定申告
相談と作成

3月5日（土）6日（日）

午前10時～午後3時
若杉宅にて

■希望される方は事前に連絡

ください。時間を決めます。

■早く作成したい方も連絡く

ださい。

若杉登志美
（携帯090-6084-5279）

1
月
学
習
会

ジ
ェ
ン
ダ
ー
っ
て
何
？

英
会
話
ク
ラ
ブ

芸
能
祭
に
向
け
て
始
動

ニ
ュ
ー
ね
ん
き
ん
亭

珍
品
を
肴
に
語
り
合
う

台本の読み合わせ風景

渋川小の金次郎像は美少年です。

瀬戸市陶原小の像

森林浴散歩
３月４日（金）午前10時

森林公園南園・南門前集合

入園料２２０円 梅園へ行きます

雨天中止
飲み物・軽食

防寒対策してお

出かけください

連絡先 大島 卓郎

090-5862-5697

福島原発事故から１１年
東日本大震災追悼・

さようなら原発・尾張旭集会
日時 ３月５日（土）１０時～

（雨天の場合は３月１２日（土）に順延）

場所 尾張旭駅前広場
内容 黙とう、紙芝居、トークリレー

社会的距離を取り、マスク着用で行います。

コロナ禍、無理はなさいませんように

ラブアース尾張旭・さようなら原発
連絡先 立川 0561（５４）９６１７

久保 090-4799-2146

３月の第一月曜学習会
介護ジェンヌオスカルと話そう

「オムツについて」
講師は介護福祉士 水野由賀氏

・高齢者にとってオムツを当たり前にし
ない為には

・知っておきたいオムツの種類と機能
・本人、夫婦で、親子で聞いて知ってお

きたいお話です

■日時 ３月７日（月）午後１時３０分から
■場所 尾張旭市 中央公民館 ３０１会議室

尾張旭年金者の会/くらし・平和学習部
連絡先 雪吹雅則 090-9025-1964




